
「人が輝き 未来につながる 美し郷 喬木」美美美美し
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むらづくり未来委員会
総合計画素案提言

情報誌

ホームページアドレス http://www.vill.takagi.nagano.jp/　　電子メールアドレス info@vill.takagi.nagano.jp

今月号の主な内容
２０１５

■広報たかぎ
　・総合戦略・総合計画  …………２・３面

　・PHOTO特集（文化祭）  ………４・５面

　・総合表彰式  ……………………６・７面

　・村に寄せる作文紹介  ………８～１１面

　・国民年金・社会保険料控除  ……１２面

　・除雪についてお願い  ……………１３面

　・お知らせ版  ……………………１４・１５面

■地域おこし協力隊だより  ……１６面
■椋鳩十記念館図書館だより  …１７面
■ 保育園だより  ……………………１８面
■学校だより　第二小学校  ………１９面
■健康アップPPK  ………………２０面
■社協だより ひなたぼっこ  ……２１面
■PHOTO GALLERY  …………２２面

１２
December
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喬木村将来人口目標

喬木村独自推計（現行のまま推移した場合）

広 報
村の人口　6,329 人（±０）
　男　　3,083 人（＋２）
　女　　3,246 人（－２）
　世帯数　2,033 戸（－１）
（平成27年11月１日現在）2015・12 第366号

編集　総務課／発行　喬木村役場　TEL 0265－33－2001  FAX 0265－33－3679
　　　　　　　印刷　龍共印刷株式会社（飯田市上郷黒田 121－1）

地方創生 南信州喬木村まち・ひと・しごと創生
人口ビジョン／総合戦略　を策定しました
村では、平成２６年１１月に施行された「まち・ひと・しごと創生法」に基づき、急速な少子高齢化の進展に的確に対応し、人口の減少に歯止
めをかけ、将来にわたって活力ある地域社会の維持発展をはかり、村民が安心して働き、結婚、妊娠、出産、子育ての希望をかなえること
ができるむらづくりを進めるため、村の人口の将来展望等を定めた「南信州喬木村まち・ひと・しごと創生人口ビジョン」と将来展望を実
現するための施策及び施策評価の仕組み等を定めた「南信州喬木村まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。今後は、この「南
信州喬木村まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づき、人口減少問題の克服と地方創生に向けて取り組んでいきます。

人人人人人人人人人人口口口口口口口口口口のののののののののの将将将将将将将将将将来来来来来来来来来来展展展展展展展展展展望望望望望望望望望望（（（（（（（（（（人人人人人人人人人人口口口口口口口口口口ビビビビビビビビビビジジジジジジジジジジョョョョョョョョョョンンンンンンンンンン人口の将来展望（人口ビジョン）））））））））））

将将将将将将将将将将来来来来来来来来来来展展展展展展展展展展望望望望望望望望望望をををををををををを達達達達達達達達達達成成成成成成成成成成すすすすすすすすすするるるるるるるるるるたたたたたたたたたためめめめめめめめめめのののののののののの4444444444つつつつつつつつつつのののののののののの基基基基基基基基基基本本本本本本本本本本目目目目目目目目目目標標標標標標標標標標（（（（（（（（（（総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦略略略略略略略略略略将来展望を達成するための4つの基本目標（総合戦略）））））））））））

目　標　人　口　6,513人（ 2015年 ） → 6,000人（
平 成 ２ ７年

 2025年 ）→ 5,000人（
平 成 ３ ７年

 2060年 ）
平 成 ７ ２年

合計特殊出生率　1.65　→　2.07（2060年）
社　会　増　減　20代前半～30代前半の村外流出率を半減させ、2060年には年間13人の社会増
　　　　　　　　（転入超過）を目指します（現在、年間20人の社会減（転出超過））

喬木村への新しい人の流れをつくる
移住希望者（UJIターン者）への積極的な支援を行うとともに、二地域居住やサテライトオフィスの誘致、豊かな自然に加
え、ＩＣＴの充実した環境の魅力を広く全国に発信することで新しい人の流れを創出していきます。
移住希望者への支援、地域プロモーションの推進、ICTを活用した教育環境魅力化の推進 など

目
標
２

結婚・妊娠・出産・子育ての希望を実現しやすい環境を整える
結婚の希望がかなうよう支援体制を整備するとともに、安心して妊娠・出産・子育てができるような切れ目のない支援と、
地域や社会全体で子育てを支える環境づくりを進めます。
出会い・結婚の希望をかなえるための支援、子ども・子育て世代の負担軽減支援、学力向上の推進 など

目
標
３

地域の活力を確保し、安心な暮らしを守る、時代に合ったむらづくり
誰もが安心して暮らせるよう交通ネットワークの確保や消費者保護・防犯体制の強化を図ります。また、小さな拠点の形
成促進により、住み慣れた地域で可能な限り自立した生活が送れるような生活環境づくりを進めます。
小さな拠点の形成促進と交通ネットワークの確保、定住支援の促進、高齢者等が安心して暮らせる生活環境づくり など

目
標
４

喬木村における安定した雇用を創出する
農業経営の法人化、６次産業化などで競争力を高めるとともに、新規就農者支援や農業後継者の育成を進めていきます。
そして、地域企業等の新規販路開拓を支援することで新たな雇用の創出を図っていきます。
農業の競争力の強化、地域産業の競争力強化、魅力ある観光拠点整備、広域連携による人材育成と技術開発力の強化 など

目
標
１
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第5次喬木村総合計画（素案）を諮問
村では、来年度から始まる第5次喬木村総合計画の策定を進めています。10月26日に喬木村計
画審議会（会長・福与和公区長会長）に計画（素案）の諮問を行いました。あわせてパブリック
コメントを12月15日まで実施します。村民の皆さまのご意見をお寄せくださいますようお願い
いたします。

リニア・三遠南信
時代を見据えて

村の将来像（目指すべき姿）

人が輝き 未来につながる 美し郷 喬木
スローガン

喬木力結集！村の魅力を最大化しよう！！
　～リニア・三遠南信道の開通を見据えて～　

重点プロジェクト 将来像の実現に向け、施策を横断してむらづくりに取り組むため、６つの基本目
標（先月号参照）の他に５つのプロジェクトを立ち上げます。

小さな拠点づくりの
推進とネットワーク
による交流と創造
のプロジェクト

煙拠点エリア機能の充実を
図るための小さな拠点の
検討と整備

煙高齢者が安心して住み続
けられる拠点の検討 など

６０分で世界につな
がる交通網活用
プロジェクト

煙交通網等整備に係る国・
県等への提言活動
煙地域間接続道路の整備 
など

移住・定住促進
（たかぎに住もう）
プロジェクト

煙宅地造成、若者定住支援
住宅の建設、空き家活用
煙ＵＪＩターン者への就労、
起業支援 など

協働・共創推進
プロジェクト

煙村民参加の行政の推進
煙社協との連携によるボラ
ンティア制度の構築と登
録の推奨 など

ＩＣＴ活用
プロジェクト

煙ホームページの充実（Ｓ
ＮＳの活用）

煙ＩＣＴを活用した多様な
情報の受発信 など

パブリックコメント実施中
　新たな平成２８年度からの１０年間で目指すべき姿（将来
像）などを定めた村の最上位の計画である『第５次喬木
村総合計画（素案）』について、皆さんのご意見を募集
しています。
　多くの皆さまからのご意見をお待ちしています。

閲覧・配付場所
　役場窓口、役場２階企画財政課、村ホームページ
募集期間
　平成２７年１２月１５日（火）まで　※必着
応募方法
閲覧場所に備え付けの応募用紙にご記入の上、郵送、
FAX、持参で、〒３９５-１１０７喬木村６６６４喬木村役場企画
財政課へご提出ください。
役場正面玄関前の文書受取箱（２４時間可）に投函して
いただいても結構です。
Ｅメール（kikaku@vill.takagi.nagano.jp）でも応
募できます。

今後、審議会からの答申をいただいた後、議会での議決を経
て計画を策定します。

（敬称略）

会長　福与　和公（区長会長）
　　　小澤　　博（村議会議長）
　　　森谷　博之（村議会副議長）
　　　昼神二三男（村議会総務産業建設委員長）
　　　下岡　幸文（村議会社会文教委員長）
　　　市瀬　悦孝（教育委員長）
　　　木下　文子（教育委員）
　　　栗澤　武志（農業委員会長代理）
　　　横前　千春（農業委員）
　　　田中　生輝（JAみなみ信州喬木支所長）
　　　藤本　芳男（商工会長）
　　　塚原　成章（小川耕地財産区議会議長）
　　　下平　　貢（NPO法人たかぎ理事長）
　　　仲田圭二郎（商工会青年部長）
　　　小池伊佐子（女性団体連絡協議会長）
　　　吉津　重義（社会福祉協議会理事）
　　　神　亜沙美（中学校PTA副会長）
　　　奥村　茂実（むらづくり未来委員会委員長）
　　　山下　尚宏（飯田信用金庫喬木支店長）

喬木村計画審議会委員

うま
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作品展示

芸能大会

合文化祭が行われました。
多くの皆さんに来場していただきました。

～文化祭に出かけよう！口笛を吹いて～



情報誌 ２０１５.１２5

いいもの物産市

平成２7年度
11 月 7日（土）～ 8日（日）に、喬木村総
天候はあまりよくありませんでしたが、

♪ずっと変わらずに優しい喬木村が好き
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献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
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献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献献

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表
彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰
式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式
ががががががががががががががががががががが
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
さささささささささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし

平
成　

年
度
総
合
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７２７

　

平
成　

年　

月
７
日
、
村
の
総
合
表
彰
式
が
総
合
文
化
祭
に
あ
わ

２７

１１

せ
て
中
央
社
会
体
育
館
で
挙
行
さ
れ
、
長
年
、
村
行
政
に
多
大
な
貢

献
の
あ
っ
た
方
々
、
村
に
寄
せ
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
、
多
額

の
浄
財
を
村
の
振
興
の
た
め
に
寄
付
さ
れ
た
皆
様
等
へ
表
彰
状
、
感

謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
島　

芳
久　

様

阿
島
区
長
と
し
て
２
年
間
、
地

域
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
中　

利
明　

様

小
川
区
長
と
し
て
４
年
間
、
地

域
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
川　

正
隆　

様

伊
久
間
区
長
と
し
て
２
年
間
、

地
域
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　

森
山　

康
晴　

様

消
防
団
長
と
し
て
２
年
間
、
村

の
消
防
防
災
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

表表表表表表表表表表表　

彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰

　

（
小
学
生
の
部
）

　

村
長
賞

　

羽
生　

美
咲　

様

喬
木
第
一
小
学
校
６
年

　

優
秀
賞

　

田
中　

智
絵　

様

喬
木
第
二
小
学
校
６
年

　

佳　

作

　

大
平　

朱
夏　

様

喬
木
第
一
小
学
校
３
年

　

原　

く
る
み　

様

喬
木
第
一
小
学
校
４
年

　

（
中
学
生
の
部
）

　

村
長
賞

　

小
椋　

将
稔　

様

喬
木
中
学
校
２
年
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審
査
員
特
別
賞

　

大
和
知
公
民
館　

様

花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
よ
る
村
内
の

美
観
形
成
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

株
式
会
社　

ヒ
タ
カ
セ
イ
コ
ー

　

代
表　

上
島　

政
尚　

様

教
育
振
興
の
た
め
、
第
二
小
学

校
に
多
額
の
浄
財
を
寄
附
さ
れ

ま
し
た
。

　

天
竜
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

会
長　

前
澤　

健
三　

様

教
育
振
興
の
た
め
、
ピ
ッ
チ
ン

グ
マ
シ
ー
ン
を
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。

　

株
式
会
社　

は
や
し

　

代
表
取
締
役　

原　
　

和
司　

様

地
域
の
発
展
及
び
活
性
化
と
子

育
て
支
援
の
た
め
、
保
育
園
新

入
園
児
に
園
児
服
を
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

株
式
会
社　

マ
ツ
ザ
ワ

　

会
長　

松
澤　
　

泰　

様

交
通
安
全
対
策
と
子
育
て
支
援

の
た
め
、
保
育
園
新
入
園
児
に

園
児
鞄
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

（
産　

業
）

　

平
成　

年
度
南
信
州
元
気
な

２６

　

森
林
づ
く
り
県
民
税
活
用
の
部

　

優
秀
賞

　
（
下
伊
那
山
林
協
会
長
賞
）受
賞

　

有
限
会
社　

長
野
索
道　

様

小
面
積
の
個
人
所
有
林
に
つ
い

て
、
手
遅
れ
林
分
の
集
約
化
に

よ
り
効
率
の
良
い
間
伐
事
業
実

施
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
授

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

優
秀
賞（
飯
伊
地
域
林
業

活
性
化
協
議
会
長
賞
）受
賞

　

有
限
会
社　

富
辻
建
築　

様

地
元
林
か
ら
の
間
伐
材
を
使
っ

た
木
製
プ
ラ
ン
タ
ー
制
作
の
指

導
を
喬
木
第
二
小
学
校
で
取
り

組
み
、
木
育
推
進
事
業
に
貢
献

し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
授
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

第　

回
鶏
卵
品
質
共
励
会

１１

　

最
優
秀
賞
受
賞（
有
色
卵
の
部
）

　

ブ
ラ
ウ
ン
エ
ッ
グ
フ
ァ
ー
ム

喬
木
農
場

　

代
表　

中
村　

信
仁　

様

同
社
の
高
品
質
の
鶏
卵
が
評
価

さ
れ
、有
色
卵
の
部
に
お
い
て

最
優
秀
賞
が
授
賞
さ
れ
ま
し
た
。

感感感感感感感感感感
謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝
感
謝
状状状状状状状状状状状

　

飯
田
信
用
金
庫

　

理
事
長　

森
山　

和
幸　

様

教
育
環
境
の
充
実
の
た
め
、
図

書
券
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
伊
那
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

会
長　

冨
内　

和
美　

様

交
通
安
全
対
策
の
た
め
、
多
額

の
浄
財
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

仲
田　

征
一　

様

子
育
て
支
援
の
た
め
、
保
育
園

年
少
児
及
び
小
学
１
年
生
に
絵

本
、
卒
業
制
作
の
た
め
の
オ
ル

ゴ
ー
ル
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
多
額
の
浄
財
を
寄
附
さ

れ
ま
し
た
。

　

塩
尻
鉄
工
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

仲
田　

征
一　

様

村
の
振
興
の
た
め
多
額
の
浄
財

を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

井
川　
　

久　

様

　

井
川　

朋
香　

様

ご
夫
婦
で
交
通
安
全
対
策
や
特

殊
詐
欺
被
害
防
止
対
策
の
啓
蒙

啓
発
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
平　

利
次　

様

村
の
振
興
の
た
め
多
額
の
浄
財

を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

櫻
井　
 

夫　

様

岩
間　

守
男　

様

岩
間
し
げ
み　

様

青
木　

政
明　

様

松
澤
タ
ミ
ヱ　

様

木
下　

昭
治　

様

東
原　

秀
子　

様

樋
口　

正
治　

様

湯
澤　
　

眞　

様

市
瀬
こ
と
ぎ　

様

鈴
木　

政
江　

様

小
林　

武
司　

様

島
田　

ふ
み　

様

砂
場　

章
二　

様

池
田
志
げ
子　

様

木
下
た
よ
子　

様

佐
藤
ま
さ
子　

様

福
澤　

昭
二　

様

福
澤　

求
子　

様

下
岡
ち
ず
か　

様

大
平　

ヒ
ロ　

様

原　
　

フ
ミ　

様

原　
　

昭
美　

様

　

（
教　

育
）

　

長
野
県
教
育
委
員
会

連
絡
協
議
会
長
表
彰

　

賜　
　

洋
子　

様

村
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
２

期
８
年
間
勤
続
さ
れ
た
こ
と
に

対
し
、永
年
勤
続
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝
達達達達達達達達達達
表表表表表表表表表表

伝
達
表
彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰

満満満満満満満満満満満　

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳（（（（（（（（（（
米米米米米米米米米米
寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿
のののののののののの
祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝
いいいいいいいいいい

（
米
寿
の
祝
い
）））））））））））表表表表表表表表表表
彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰
表
彰

８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８

長
田
り
つ
江　

様

松
島　

照
子　

様

原　
　

す
み　

様

原　
　

昭
男　

様

湯
澤　

道
子　

様

木
下　

宏
租

様

宮
下　

次
雄　

様

松
澤　

う
め　

様

白
子　

勇
惠　

様

市
瀬　
　
 
　

様

争
瀬　

光
男　

様

小
松
澤　

勉　

様

水
野　

ム
ツ　

様

宮
澤
と
み
ゑ　

様

岡
島　
　

和　

様

久
保
田
保
子　

様

松
葉　

和
嗣　

様

牧
内 

づ
み　

様

吉
澤　

敏
武　

様

吉
澤
登
き
子　

様

吉
川
イ
ク
子　

様

牧
内　

英
亮　

様

野
島　
　

淳　

様

福
澤
智
登
世　

様

牧
内　

和
三　

様

大
平　
　

孝　

様

牧
内　
 
 

様

福
澤　
　

富　

様

塚
平　

俊
夫　

様

城
田　

利
雄　

様

城
田　

文
子　

様

塩
澤　
　

元　

様

新
井　

ト
ミ　

様

横
前　

一
利　

様

内
山
ス
ミ
ヱ　

様

小
山
マ
サ
子　

様

牧
内
ヨ
シ
コ　

様

古
田
ゑ
つ
子　

様

多
田　
　

礒　

様

関
口　

昼
子　

様

杉
本
千
枝
子　

様

＊
記
載
は
地
区
順
で
、

　

平
成　

年
９
月　

日

２７

１２

（
敬
老
祝
品
配
付
日
）

現
在
で
す
。



情報誌 ２０１５.１２ 8

喬
木
村
を
よ
く
す
る
に
は

喬
木
中
学
校
２
年　

小　

椋　

将　

稔

中
学
生
の
部

村

長

賞

第17回
村に寄せる
作文コンクール

受賞作品受賞作品
　

ぼ
く
が
、
こ
れ
か
ら
の
喬
木
村
に
対
し
て
思
う
こ
と
は
、
リ
ニ
ア
が

開
通
し
た
と
し
て
も
、
今
の
ま
ま
で
は
、
良
い
こ
と
が
そ
れ
ほ
ど
多
く

な
さ
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
理
由
は
、
喬
木
村
に
し
か
な
い
も

の
、
喬
木
村
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
、
と
い
う
も
の
が
少
な
い
か
ら
で

す
。
例
え
ば
、「
喬
木
村
に
し
か
な
い
自
然
を
見
に
来
ま
し
た
」
な
ん

て
言
う
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
大
半
の
人
が「
自
然
な
ん
て
だ
い
た

い
ど
こ
で
も
い
っ
し
ょ
」と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、他
と
は
違
う
も
の
で
勝
負
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
で
す
。

　

し
か
し
、
近
く
に
は
松
本
市
、
遠
く
に
は
長
野
市
、
軽
井
沢
、
と
い

う
有
名
な
観
光
地
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
人
が
行
っ
て
し

ま
う
の
は
仕
方
が
な
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、喬
木
村
は
リ
ニ
ア
の
駅

が
近
い
で
す
。
駅
が
近
い
と
い
う
こ
と
は
、あ
と
は
人
を
呼
び
こ
む
力

さ
え
あ
れ
ば
、
リ
ニ
ア
開
通
に
も
期
待
が
も
て
ま
す
。
と
い
う
こ
と

で
、
人
を
呼
び
こ
む
力
と
い
う
も
の
を
、
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

ぼ
く
が
考
え
た
の
は
農
業
体
験
で
す
。
農
業
体
験
を
選
ん
だ
理
由

は
、
喬
木
村
に
継
続
的
に
と
ど
ま
っ
て
、
体
験
が
で
き
る
も
の
が
他
に

は
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
例
え
ば
い
ち
ご
狩
り
に
来
た
人
が
、い

ち
ご
の
美
味
し
さ
に
感
動
し
て
、「
私
も
喬
木
村
で
い
ち
ご
を
育
て
た

い
」
な
ん
て
思
う
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
だ
い
た
い
の
人
が
「
美
味

し
か
っ
た
」
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
、「
も
う
喬
木
村
は
い
い
か
な
、

ス
ー
パ
ー
で
も
い
ち
ご
は
買
え
る
し
」な
ん
て
思
わ
れ
た
ら
お
し
ま
い

で
す
。
だ
か
ら
、農
業
体
験
で
農
業
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

の
で
す
。
誰
で
も
農
業
体
験
の
申
し
こ
み
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、農
業
を
始
め
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
田
舎
の
出
身
で
も
、
農
業
を
あ
ま
り
体
験
し
な
い
人
も
い
る
し
、

都
会
か
ら
来
る
人
は
自
然
に
す
ら
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
う
す
る
と
農
業
に
興
味
が
な
か
っ
た
人
で
も
、興
味
を
も
つ
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
農
業
体
験
の
内
容
は
、ぼ
く
た
ち
中
学
生
が
体

験
し
た
と
き
の
よ
う
な
も
の
が
い
い
で
す
。
少
し
は
違
っ
て
し
ま
う
け

ど
、
だ
い
た
い
同
じ
よ
う
な
も
の
で
す
。
ま
ず
、
農
業
体
験
を
し
た
い

方
は
役
場
に
行
き
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
役
場
の
人
と
相
談
し
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
体
験
し
た
い
か
な
ど
聞
い
て
、
で
き
る
だ
け
そ
の

体
験
が
で
き
る
よ
う
に
農
家
の
方
に
連
絡
な
ど
を
し
て
お
き
ま
す
。
こ

の
と
き
、
農
業
体
験
を
さ
せ
て
も
い
い
と
い
う
農
家
さ
ん
を
知
っ
て
お

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、あ
ら
か
じ
め
農
家
の
方
は
体
験

を
さ
せ
て
も
い
い
か
悪
い
か
を
役
場
に
知
ら
せ
、
さ
せ
て
も
い
い
と
い

う
方
の
連
絡
先
、
住
所
、
ど
ん
な
体
験
が
で
き
る
か
な
ど
を
役
場
の
人

は
全
て
メ
モ
を
す
る
な
り
表
に
す
る
な
り
し
て
、把
握
で
き
る
よ
う
に

し
て
お
き
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
農
家
の
方
、
体
験
を
す
る
方
で

日
時
な
ど
の
細
か
い
情
報
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
体
験
が
で
き

る
日
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
回

の
体
験
ご
と
に
三
百
か
ら
五
百
円
程
度
の
体
験
料
を
払
っ
て
も
ら
い
、

そ
の
お
金
は
農
家
の
方
の
も
の
に
な
り
ま
す
が
、
お
金
は
役
場
で
集
め

て
き
ち
ん
と
整
理
し
て
か
ら
、
農
家
の
方
に
お
渡
し
し
ま
す
。
役
場
の

方
に
は
、
役
場
で
給
料
を
上
げ
て
も
ら
う
な
ど
し
て
い
た
だ
き
た
い
の

で
す
が
、村
の
活
性
化
の
た
め
と
思
っ
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
そ
れ
と
、
農
業
体
験
で
手
伝
っ
て
も
ら
う
お
礼
に
、
体
験
し
た
方

に
農
家
の
方
か
ら
体
験
し
た
内
容
の
野
菜
な
ど
を
差
し
上
げ
て
ほ
し
い

で
す
。
自
分
の
作
る
野
菜
の
美
味
し
さ
を
体
験
し
た
方
に
知
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
リ
ニ
ア
開
通
の
こ
ろ
に
は
大
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぼ
く

は
喬
木
村
に
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
出
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
も
し
い
た
ら
、手
伝
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
喬
木
村
を
い
い

と
こ
ろ
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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私
は
最
近
、
帰
牛
原
地
区
の
児
童
数
の
多
さ
に
お
ど
ろ
い
て
い
ま

す
。

　

学
校
か
ら
配
ら
れ
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
の
資
料
を
見
て
、
伊
久
間
、

北
、
南
に
続
く
、
四
番
目
に
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
理
由
と
し

て
、
中
原
団
地
が
で
き
た
事
で
す
。
帰
牛
原
の
人
口
も
増
え
、
地
区
の

行
事
も
大
勢
の
人
が
参
加
し
、
に
ぎ
や
か
に
楽
し
く
で
き
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
理
由
は
、若
い
人
達
が
帰
牛
原
か
ら
は
な
れ
て
い
く
事

な
く
、お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
達
と
一
緒
に
く
ら
し
て
い
る
と
い

う
事
で
す
。

　

毎
年
、
秋
に
運
動
会
を
す
る
の
で
す
が
、
そ
の
時
に
「
こ
の
小
さ
な

地
区
に
こ
ん
な
に
子
ど
も
が
い
る
の
だ
」
と
、
お
年
寄
り
の
人
達
が

言
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
中
原
団
地
に
十
五
件
増
え
る
の
で
、ま
だ
ま
だ
子
ど
も
の

人
数
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
こ
れ
か
ら
楽
し
み
な
地
区
で

す
。

　

帰
牛
原
だ
け
で
は
な
く
、喬
木
村
に
も
す
ご
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の

で
す
。
お
姉
ち
ゃ
ん
の
学
校
の
部
活
の
人
達
が
喬
木
村
に
練
習
に
来
た

時
の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
人
達
は
、ほ
と
ん
ど
が
佐
久
市
や
上
田
市
の
出
身
で
し
た
。
喬

木
村
に
来
て
最
初
の
言
葉
が
、「
喬
木
村
っ
て
、
自
動
車
学
校
が
あ
る

ん
だ
」
と
、
と
て
も
お
ど
ろ
い
て
い
ま
し
た
。
私
が
小
さ
い
時
か
ら
あ

る
の
で
、
特
に
何
も
思
わ
ず
「
あ
っ
て
ふ
つ
う
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
考
え
て
み
た
ら
、
飯
田
・
下
伊
那
に
三
つ
あ
る
だ
け
な
の
で
、

や
っ
ぱ
り
す
ご
い
事
な
ん
で
す
ね
。

　

そ
し
て
、
中
央
社
会
体
育
館
で
練
習
し
た
の
で
す
が
、
椋
鳩
十
記
念

図
書
館
を
見
て
、「
こ
こ
が
椋
鳩
十
先
生
の
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
な
の
」

「
教
科
書
や
本
で
見
た
事
が
あ
る
」
な
ど
、
み
ん
な
が
お
ど
ろ
い
て
い

ま
し
た
。
私
も
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
椋
鳩
十
先
生
の
本
を
読
ん
だ
り
図
書

館
に
行
っ
た
り
し
て
い
た
の
で
、
す
ご
い
先
生
が
喬
木
村
に
い
た
ん
だ

な
ー
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
村
外
の
人
達
に
は
も
の
す
ご
い
お
ど
ろ

き
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
帰
る
時
に
、「
夜
景
が
す
ご
く
き
れ
い
だ
ね
」
と
、
み
ん
な

で
写
真
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

「
こ
ん
な
に
き
れ
い
に
見
え
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
だ
ー
」
と
、
ハ
イ

テ
ン
シ
ョ
ン
で
し
た
。
私
も
、
ア
ル
プ
ス
の
丘
公
園
か
ら
見
え
る
景

色
・
夜
景
が
大
好
き
で
す
。
お
天
気
が
良
い
時
は
星
空
と
夜
景
が
つ
な

が
っ
て
見
え
て
、
本
当
に
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
中
に
い
る
気
分
で
す
。

　

十
二
年
後
に
は
リ
ニ
ア
が
通
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
う
す
る
と
、
こ
の
ア
ル
プ
ス
の
丘
公
園
か
ら
リ
ニ
ア
を
見
る
事
が

で
き
て
、
ま
た
景
色
が
変
わ
る
の
で
、
今
か
ら
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　

今
ま
で
喬
木
村
に
あ
る
も
の
は
、
あ
っ
て
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た

し
、
特
別
す
ご
い
村
だ
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
お
姉
ち
ゃ

ん
の
友
達
が
来
た
事
で
喬
木
村
は
す
ご
い
村
だ
と
、教
え
て
も
ら
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
一
度
来
た
だ
け
で
、喬
木
村
の
す
ば
ら
し
い
と

こ
ろ
を
見
つ
け
て
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

私
も
こ
れ
か
ら
、
喬
木
村
の
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
、

も
っ
と
も
っ
と
村
外
の
人
達
に
、
喬
木
村
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

私
は
み
ん
な
に
大
き
な
声
で
伝
え
た
い
。「
喬
木
村
っ
て
、
い
い
と

こ
ろ
だ
に
。」

小
学
生
の
部

村

長

賞私
が
、じ
ま
ん
で
き
る
喬
木
村

喬
木
第
一
小
学
校
６
年　

羽　

生　

美　

咲
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中
学
生
の
部

優

秀

賞こ
れ
か
ら
の
喬
木
村

喬
木
中
学
校
３
年　

湯　

澤　

虎
太
郎

　

こ
れ
か
ら
の
喬
木
村
は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
や
三
遠
南
信
自
動
車
道

が
完
成
し
、交
通
が
今
よ
り
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
大
都
市
か
ら
喬
木
村

へ
人
が
来
や
す
く
な
り
、喬
木
村
か
ら
大
都
市
へ
も
行
き
や
す
く
な
り

ま
す
。
人
が
来
や
す
く
な
る
と
い
う
事
は
喬
木
村
を
も
っ
と
広
い
地
域

の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
機
会
で
も
あ
る
の
で
、喬
木
村
の
良
い
所
で

あ
る
夕
や
け
の
景
色
が
き
れ
い
な
所
だ
っ
た
り
、自
然
が
豊
か
で
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、も
っ
と
P
R
を
す
れ
ば
良
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、い
ち
ご
狩
り
や
り
ん
ご
狩
り
に
来
た
人
達
か
ら
喬
木

村
の
景
色
の
良
さ
を
広
げ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
工
夫
を
す
れ
ば
良
く
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

交
通
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
と
都
市
へ
の
移
動
も
で
き
る
の
で
、い
ち

ご
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
の
喬
木
村
の
特
産
物
、ま
た
特
産
物
を
使
っ

た
商
品
を
開
発
し
て
、
実
際
に
都
市
へ
行
き
特
産
物
を
売
り
出
せ
ば
、

喬
木
村
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

将
来
い
ろ
い
ろ
と
便
利
に
な
っ
て
い
く
に
つ
れ
て
高
齢
者
の
方
も
だ

ん
だ
ん
増
え
て
い
き
ま
す
。
一
般
の
人
だ
け
便
利
に
な
っ
て
い
く
未
来

で
は
な
く
、高
齢
者
の
方
に
も
や
さ
し
い
村
づ
く
り
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
実
際
に
福
祉
体
験
で
福
祉
施
設
に
行
っ
た
時
に
、足
が
悪
い
利

用
者
さ
ん
や
車
い
す
の
利
用
者
さ
ん
と
体
に
障
害
を
持
っ
て
い
る
利
用

者
さ
ん
が
多
い
と
思
い
ま
し
た
。
な
の
で
、施
設
内
や
建
物
内
の
段
差

を
無
く
す
の
も
必
要
で
す
が
、
一
般
の
道
路
の
整
備
も
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
と
の
交
流
を
頻
繁
に
行
っ
て

い
け
ば
孤
独
死
な
ど
の
解
消
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

喬
木
村
の
小
中
学
校
は
三
つ
あ
り
ま
す
。
少
子
化
で
だ
ん
だ
ん
人
が

減
っ
て
い
ま
す
。
で
も
少
人
数
に
な
っ
て
い
け
ば
、
先
生
達
が
も
っ
と

生
徒
一
人
一
人
を
見
れ
て
学
力
は
上
が
っ
て
い
き
、
社
会
が
ど
ん
ど
ん

発
展
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
中
学
校
は
今
の
中
学

一
年
生
の
様
に
一
ク
ラ
ス
二
十
人
前
後
に
す
れ
ば
先
生
の
目
が
行
き
届

き
、
授
業
の
理
解
が
深
ま
り
、
ま
た
少
人
数
に
な
る
事
で
一
人
の
生
徒

の
学
校
生
活
で
の
役
割
が
増
え
、
責
任
感
が
強
く
な
り
、
社
会
に
出
て

も
頼
ま
れ
た
仕
事
は
す
る
と
い
う
意
識
が
強
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、最
近
言
葉
遣
い
が
し
っ
か
り
で
き
な
い
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
言

葉
遣
い
は
家
で
し
か
直
せ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
学
校
で
改
め
て
学
ぶ
こ

と
で
大
人
と
し
て
の
礼
儀
も
学
べ
る
学
校
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
今
の
喬
木
村
は
他
の
町
村
よ
り
も
恵
ま
れ
て
い
る
所
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
恵
ま
れ
て
い
る
自
然
だ
っ
た
り
、施
設
を
喬
木
村

民
が
壊
さ
な
い
よ
う
に
ま
ず
は
自
分
自
身
で
気
を
付
け
て
い
き
、社
会

を
活
性
化
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
ま
た
そ
う
し
て
欲
し
い
で

す
。
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小
学
生
の
部

優

秀

賞

　

私
た
ち
が
住
む
喬
木
村
に
は
、
都
会
に
は
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、修
学
旅
行
に
行
っ

た
か
ら
で
す
。
日
本
の
首
都
東
京
で
は
、日
本
の
人
口
の
約
十
％
も
の

人
が
生
活
し
た
り
、
働
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
東
京
に
入
る
と
、
た
く

さ
ん
の
家
、
た
く
さ
ん
の
車
、
そ
し
て
喬
木
で
は
考
え
ら
れ
な
い
く
ら

い
の
人
が
ご
っ
た
が
え
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
東
京
の
良
い
と
こ
ろ

は
、あ
ら
ゆ
る
も
の
が
喬
木
に
比
べ
て
便
利
と
い
う
こ
と
で
す
。
電
車

が
家
の
近
く
に
通
っ
て
い
た
り
、
お
店
が
あ
っ
た
り
、
大
き
な
病
院
が

あ
っ
た
り
と
日
常
生
活
に
必
要
な
も
の
が
近
く
に
そ
ろ
っ
て
い
て
、と

て
も
便
利
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
喬
木
村
に
は
東
京
に
は
な
い
良
さ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
豊
か
な
自
然
、
き
れ
い
な
水
、
地
元
の
農
家
さ
ん
が
育
て
た
野
菜

や
果
物
、
米
、
伝
統
の
お
ど
り
な
ど
で
す
。
ま
た
、
地
域
の
お
年
寄
り

の
方
々
が
、
私
達
小
学
生
に
や
さ
し
く
話
し
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
り
、

い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
り
す
る
の
も
、良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
東
京
に
は
な
い
良
さ
を
守
る
た
め
に
は
、喬
木
村
を
今
よ
り

も
、
も
っ
と
元
気
が
あ
る
村
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
私
が
考
え
た
の
は
、
ま
ず
、
喬
木
村
を
よ
り
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
十
五
年
後
に
は
、リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

が
開
通
し
、喬
木
か
ら
約
一
時
間
で
東
京
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
で
す
。
日
本
の
首
都
東
京
が
身
近
な
存
在
に
な
る
未
来
は
、

喬
木
村
を
よ
り
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
喬
木
村
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、

関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、リ
ニ
ア
の
駅
の
近
く
に
喬
木
村
の
特

産
物
を
販
売
し
た
り
紹
介
し
た
り
す
る
お
店
を
構
え
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
喬
木
村
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
作
っ
た
り
、
喬
木
村
で
有
名

な
も
の
、
今
の
時
季
が
旬
の
も
の
、
喬
木
村
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

な
ど
を
紹
介
す
れ
ば
、
喬
木
村
を
全
く
知
ら
な
い
人
で
も
、「
喬
木
村
っ

て
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
な
ん
だ
。」
「
こ
う
い
う
も
の
が
あ
る
ん
だ
。
」

と
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
が
次
に
考
え
た
の
は
、喬
木
村
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
を
つ
く
る
こ

と
で
す
。
喬
木
村
で
果
物
や
野
菜
や
米
な
ど
の
新
し
い
品
種
を
作
っ
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
喬
木
村
に
し
か
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
を
作

れ
ば
、
そ
れ
を
求
め
て
村
外
か
ら
人
が
来
て
、
喬
木
村
に
興
味
を
も
っ

て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
も
う
一
つ
考
え
た
の
は
、若
い
世
代
の
人
た
ち
や
子
ど
も
た
ち

が
住
む
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
喬
木
村
で
暮

ら
し
な
が
ら
子
ど
も
を
育
て
る
若
い
世
代
の
人
に
喬
木
村
や
村
の
周
辺

で
働
け
る
所
を
紹
介
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を

紹
介
す
れ
ば
、
そ
の
人
に
あ
っ
た
仕
事
を
見
つ
け
て
、
喬
木
村
で
生
活

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
喬
木
村
は
、
三
遠
南
信
自
動
車
道
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
開
通
に
よ
り
、
と
て
も
便
利
に
な
り
ま
す
。

　

け
れ
ど
も
、
い
ろ
い
ろ
な
草
花
が
さ
き
、
四
季
折
々
の
季
節
感
に
あ

ふ
れ
た
美
し
い
風
景
は
、
喬
木
村
の
大
き
な
宝
物
で
あ
り
、
私
た
ち
の

誇
り
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、そ
ん
な
自
然
の
豊
か
な
恵
み

を
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
活
か
し
て
、
よ
り
良
い
村

づ
く
り
を
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

喬
木
村
の
よ
り
良
い
未
来
の
た
め
に

喬
木
第
二
小
学
校
６
年　

田　

中　

智　

絵
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国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料

国
民
年
金
保
険
料
はははははははははははははははははははははは

社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
控控控控控控控控控控控控控控控控控控控控控
除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除
ののののののののののののののののののののの
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象
ににににににににににににににににににににに
ななななななななななななななななななななな
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ままままままままままままままままままままま

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税

等
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
と
は
、
自
分

自
身
の
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
、

国
民
健
康
保
険
、
健
康
保
険
、
厚

生
年
金
保
険
な
ど
）
を
納
付
し
た

と
き
、
ま
た
は
、
配
偶
者
や
そ
の

他
の
親
族
の
負
担
す
べ
き
社
会
保

険
料
を
納
付
し
た
と
き
に
受
け
ら

れ
る
所
得
控
除
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。

　

申
告
で
き
る
金
額
は
、
年
間
に

納
付
し
た
社
会
保
険
料
の
金
額（
給

与
か
ら
天
引
き
さ
れ
た
金
額
も
該

当
し
ま
す
）
で
す
。

　

な
お
、
年
末
調
整
の
申
告
に
お

い
て
は
、
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ

た
社
会
保
険
料
（
健
康
保
険
、
厚

生
年
金
保
険
な
ど
）
は
、
事
業
所

で
一
括
し
て
計
算
し
ま
す
の
で
、

ご
自
身
が
申
告
書
に
記
入
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
業
所
が
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
ご
自

身
が
納
付
し
た
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
等
）
を

申
告
書
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続

き
で
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合

は
、
今
年
１
年
間
（
１
月
１
日
か

ら　

月　

日
ま
で
）
に
納
付
（
納

１２

３１

付
見
込
み
を
含
む
）
し
た
国
民
年

金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
等
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
年
末
調
整
・
確
定
申
告

の
所
得
税
の
申
告
を
行
わ
な
く
て

も
市
区
町
村
民
税
の
申
告
を
行
う

場
合
に
は
、
市
区
町
村
民
税
の
申

告
の
際
に
、
こ
の
控
除
証
明
書
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等

が
発
行
す
る
控
除
証
明
書
と
同
様

に
、
１
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）
が
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
毎
年　

月
初
旬

１１

に
送
付
さ
れ
ま
す
。
大
切
に
保
管

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

証
明
内
容
は
本
年
１
月
か
ら　
１０

月
１
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国
民

年
金
保
険
料
額
と
、
年
内
に
納
付

が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込

額
で
す
。

　

納
付
忘
れ
な
ど
が
あ
る
場
合
も
、

年
内
に
納
付
す
れ
ば
、
今
年
分
の

控
除
と
し
て
申
告
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
万
一
、
控
除
証
明
書
を

失
く
し
て
し
ま
っ
た
方
は
再
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加

入
し
た
場
合
な
ど
、　

月
２
日
以

１０

降
に
今
年
初
め
て
保
険
料
を
納
付

す
る
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
２
月

初
旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
平
成　

年
中
に
国

２７

民
年
金
の
保
険
料
を
納
付
し
た
方

全
員
に
こ
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
年
金
保
険
料
は
、

被
保
険
者
本
人
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
世
帯
の
世
帯
主
及
び
配
偶
者

も
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。
ご
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
場
合
は
、
そ
の

納
付
額
の
全
額
が
納
付
し
た
方
の

所
得
税
等
の
控
除
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、

年
末
調
整
等
の
手
続
き
の
際
に
ご

自
身
の
社
会
保
険
料
の
額
と
合
算

し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

場
合
は
、
ご
家
族
分
の
証
明
書
も

申
告
す
る
方
の
申
告
書
に
添
付
等

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

支
払
っ
た
全
額
が

所
得
控
除
の
対
象

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を

毎
年　

月
初
旬
に
送
付

１１

扶
養
家
族
分
も
納
付
し
た
方
は

村発注工事等請負契約一覧（平成２７年７月～９月分） ＊１００万円以上のもの

請負業者名契約日契約金額（円）契約方法事業箇所事　　　業　　　名No.

大 平 建 設 株 式 会 社Ｈ２７.７.２２４４,６０４,０００指名競争入札南部簡水区域（上平）平成２７年度　喬木簡易水道　送水管布設替工事（統合簡易水道１工区）１

野 島 建 設 株 式 会 社Ｈ２７.７.２１３９,０９６,０００指名競争入札南部簡水区域（上平・大和知）平成２７年度　喬木簡易水道　送水管布設替工事（統合簡易水道２工区）２

㈱ 松 島 土 建Ｈ２７.７.２１２,５８１,２００指名競争入札田本平　村道５４６号線平成２７年度　村 単　 道 路 改 良 工 事３

中 川 建 設 有 限 会 社Ｈ２７.７.２１２,３２２,０００指名競争入札大和知　村道８０８号線平成２７年度　村 単　 道 路 改 良 工 事４

飯 伊 森 林 組 合Ｈ２７.７.１７２,２１４,０００指名競争入札喬木村内全域平成２７年度　保 全 松 林 緊 急 保 護 整 備 事 業５

㈱ 藤 測Ｈ２７.７.１７４,３２０,０００指名競争入札旧ＪＡ内　小川平成２７年度　村 単　 測 量 設 計 委 託 業 務６

㈱オートパルいいだＨ２７.７.２１１,７１７,２００指名競争入札建設課平成２７年度　小 型 除 雪 機 購 入７

㈲ 宮 下 土 建Ｈ２７.７.２４１２,２０４,０００指名競争入札村道５８６号線　小川橋平成２７年度　防 災 ・ 安 全 交 付 金 事 業　 橋 梁 修 繕 工 事８

中 川 建 設 有 限 会 社Ｈ２７.７.２７５,４９７,２００指名競争入札村道７号線　大和知平成２７年度　村 単　 道 路 維 持 工 事 （ 道 路 修 繕 ）９

㈲ 吉 川 建 設 工 業Ｈ２７.７.２７６,４８０,０００指名競争入札村道１号線　加々須　桃添平成２７年度　村 単　 道 路 維 持 工 事 （ 法 面 保 護 ）１０

㈱ぎょうせい関東支社Ｈ２７.７.３１３,７８０,０００随 意 契 約喬木村役場平成２７年度　喬 木 村 固 定 資 産 台 帳 整 備 支 援 業 務１１

㈲新井機械ポンプ商会Ｈ２７.８.１３３,７２３,８４０指名競争入札喬木村役場平成２７年度　子ども・乳幼児のための防災用品備蓄事業１２

㈱ 松 島 土 建Ｈ２７.９.１５２,８０８,０００指名競争入札九十九谷　本流平成２７年度　遊 歩 道 架 替 工 事１３

㈱ 久 保 田 商 会Ｈ２７.９.１８２,３６８,４４０指名競争入札喬木村役場平成２７年度　喬 木 村 消 防 団 員 夏 用 活 動 服 整 備 事 業１４

㈱鈴木建築設計事務所Ｈ２７.９.２４５,０７６,０００指名型プロポーザル富田平成２７年度　富 田 地 域 優 良 賃 貸 住 宅 建 築 設 計 委 託 業 務１５

㈱ 石 田 電 気 工 事Ｈ２７.１０.１４３,２００,０００指名競争入札喬木村 ６６６７平成２７年度　喬木村福祉センター太陽光発電等設置工事１６
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謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違
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医
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医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
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医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

　

村
で
は
長
野
県
の
基
準
に
準
じ
、
積
雪
が
お
お
む
ね　

セ
ン
チ
に

１０

達
し
た
場
合
は
、下
図
の
と
お
り
指
定
さ
れ
た
路
線
を
業
者
に
よ
り
、

朝
の
通
学
・
通
勤
時
間
ま
で
に
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。
除
雪
に
あ

た
っ
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
次
の
事
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
道
路
の
除
雪
作
業
に
よ
り
各
戸
の
出
入
り
口
を
ふ
さ

い
で
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合

は
再
度
除
雪
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

②
除
雪
さ
れ
た
道
路
に
軒
先
な
ど
の
雪
を
出
さ
れ
ま
す

と
圧
雪
と
な
り
非
常
に
危
険
で
す
の
で
お
止
め
く
だ

さ
い
。

③
雪
が
降
り
ま
す
と
、
道
路
沿
い
の
竹
や
木
が
倒
れ
交

通
の
妨
げ
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
所
有
者
の
方
は
伐
採
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
竹

や
木
が
倒
れ
た
場
合
、
交
通
確
保
の
た
め
や
む
を
得

ず
許
可
無
く
伐
採
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

④
水
路
に
雪
を
投
入
さ
れ
ま
す
と
、
下
流
で
水
が
あ
ふ

れ
て
し
ま
い
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
お
止
め
く
だ
さ
い
。

⑤
路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
の
で
お

止
め
く
だ
さ
い
。

⑥
通
学
路
の
除
雪
は
地
域
の
方
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
で
協
力

し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

凍
結
防
止
剤
は
、
地
区
の
公
共
施
設
や
村
内
道
路
へ
設
置
し
て
あ

る
塩
カ
ル
ボ
ッ
ク
ス
へ
常
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
と
き
に

お
使
い
下
さ
い
。
凍
結
防
止
剤
に
不
足
が
生
じ
ま
し
た
ら
役
場
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
地
区
の
役
員
の
方
は
必
要
数
を
お
申
し
出

下
さ
い
。
冬
季
の
道
路
は
、
日
陰
部
や
橋
の
上
な
ど
雪
が
降
っ
て
い

な
く
て
も
凍
結
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
特
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

村
道
の
除
雪
融
雪
に
つ
い
て
の
お
願
い

村
道
の
除
雪
融
雪
に
つ
い
て
の
お
願
い

冬
期

建
設
課　

建
設
係

緯
３
３－

５
１
２
８太線の道路が除雪対象道路です

　村オリジナル年賀はがきの平成２８年版が完成しました。
　今年のデザインは、阿島傘と曙月庵の茶室のデザインとなっております。
　毎年喬木村をイメージする年賀はがきとして、村内外の皆さまよりご好評
いただいております。
　今回は、限定８,０００枚の販売となっております。お早めにお求め下さい。
　村内販売店にて　１枚５２円にて、お買い求めいただけます。

平成28年用
村オリジナル年賀はがき  販売開始!!
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月
の
結
婚
相
談
日

１２
○
日　

時

　
　

月　

日（
土
）

１２

１９

○
時　

間

　

午
後
７
時
～
午
後
８
時

○
場　

所

　

社
会
福
祉
協
議
会 
相
談
室

※
相
談
日
に
関
わ
ら
ず
、
随
時
左

記
に
て
結
婚
に
つ
い
て
の
ご
相

談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

喬
木
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

緯
３
３－

４
５
６
７

12 月 の 健 康 体 操 教 室
　次の各会場で行います。どなたでも気軽にご参加いただけます
ので、是非お越し下さい。

 問い合わせ先 　役場 保健福祉課包括支援係　緯３３−１１２０

開催時間開  催  日会　　場対象地区

午前１０時１２/２、１２/１６北コミュニティ消防センター北

午後１時半１２/４、１２/１８第 一 公 民 館郭・寺の前

午後１時半１２/７、１２/２１帰 牛 原 消 防 セ ン タ ー帰牛原・加々須

午後１時半１２/９阿 島 傘 伝 承 館町

午前１０時１２/９南 農 事 集 会 所南

午後１時半１２/１４福 祉 セ ン タ ー馬場・両平・伊久間

午後１時半１２/１１、１２/２５上 平 集 落 セ ン タ ー上　平

午前１０時１２/７、１２/２１田 上 川 消 防 セ ン タ ー田上川

午前１０時１２/１４富 田 陶 芸 館富田・大和知・氏乗

午後１時半１２/２、１２/１６大 島 公 民 館大　島

○筋力アップ体操教室
　夜間の開催となります。どなたでもご参加いただけます。

開  催  時  間会　　　場開　催　日

午後７時半福祉センター２階１２月５日（土）

１１月の村税等
口座振替日納期限

１１月２５日
（水）

◎口座振替の方

は預金の残高

確認をお願いし

ます。

１１月３０日
（月）

国 保 税（第８期）

上 下 水 道 料

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料 

保育料・学校給食費

人
権
週
間
特
設
人
権
相
談
所

開
設
に
つ
い
て

　
　

月
４
日
か
ら　

日
ま
で
は「
第

１２

１０

　

回
人
権
週
間
」
で
す
。

６７
　

相
続
、
離
婚
な
ど
の
家
庭
の
問

題
、
隣
近
所
と
の
も
め
ご
と
、
職

場
に
お
け
る
困
り
ご
と
や
い
じ
め

に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
暮
ら
し
の

中
で
起
き
る
様
々
な
問
題
に
つ
い

て
飯
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
の

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日

に
は
、
法
務
局
飯
田
支
局
４
階
相

談
室
に
お
い
て
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

「
み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世

紀　

～
考
え
よ
う
相
手
の
気
持

ち　

育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心
～
」

◯
開
設
日
時　
　

月
６
日（
日
）

１２

　

午
後
１
時
～
４
時

◯
開
設
場
所

　

喬
木
村
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

第
１
会
議
室

　

長
野
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で

は
、
「
土
地
家
屋
調
査
士
の
行
う

無
料
相
談
会
」を
計
画
し
ま
す
。
土

地
境
界
紛
争
に
特
化
し
た
相
談
窓

口
を
開
設
し
、
土
地
の
境
界
（
筆

界
）
の
専
門
家
で
あ
る
土
地
家
屋

調
査
士
が
悩
み
を
お
聞
き
し
、
適

切
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

○
日　

時

　
　

月　

日
（
土
）

１１

２８

・
受　

付　

午
後
１
時
～

・
相　

談　

午
後
１
時　

分
～

３０

・
終　

了　

午
後
４
時　

分
３０

・
相
談
時
間　

１
件　

分
ま
で

３０

○
場　

所

　

飯
田
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

（
り
ん
ご
庁
舎
３
階

　
　
　
　
　
　

第
１
会
議
室
）

○
相
談
内
容

・
土
地
の
境
界
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
の
悩
み

・
土
地
建
物
に
関
す
る
登
記
等
の

こ
と

　

な
お
当
日
は
混
雑
も
予
想
さ
れ
、

会
場
で
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
も

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
予
め
予
約

い
た
だ
き
お
越
し
く
だ
さ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

○
予
約
先

　

長
野
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

事
務
局

　

緯
０
２
６－

２
３
２－

４
５
６
６

土
地
家
屋
調
査
士
の
行
う

無
料
相
談
会
の
ご
案
内

　

農
村
の
田
園
風
景
・
夕
焼
け
・

四
季
の
行
事
・
花
な
ど
の
喬
木
村

の
風
景
を
題
材
に
し
た
、
風
景
写

真
を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
規
定

　

４
つ
切
り
サ
イ
ズ
を
プ
リ
ン
ト

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。・
未

発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

　

応
募
作
品
は
一
人
３
点
以
内

○
締
め
切
り

　
　

月　

日
（
金
）

１２

１１

○
審
査
方
法

　

審
査
は
事
務
局
が
依
頼
し
た
審

査
員
が
行
い
ま
す
。

○
そ
の
他

　

入
賞
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

入
賞
作
品
の
版
権
は
喬
木
村
に
帰

属
し
ま
す
。
役
場
窓
口
な
ど
に
あ

る
募
集
要
項
の
応
募
用
紙
を
添
付

し
て
応
募
し
て
下
さ
い
。

○
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
情
報
統
計
係

　

緯
３
３－

３
６
６
６

２
０
１
５
喬
木
村
風
景
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集２０１５特賞「落葉で遊ぶ」

城下　圭一さん
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長
野
県
司
法
書
士
会
は
、
左
記

の
と
お
り
「
暴
行
・
傷
害
等
の
犯

罪
被
害
者
相
談
会
」
を
実
施
し
ま

す
。
暴
行
・
傷
害
を
は
じ
め
と
す

る
犯
罪
被
害
に
よ
っ
て
、
心
や
身

体
に
大
き
な
傷
を
負
っ
た
方
々
を

対
象
に
電
話
で
無
料
相
談
に
応
じ

ま
す
。

○
日　

時

　
　

月　

日（
月
）

１１

３０

　
　

月
１
日（
火
）

１２

　

午
後
５
時
～
８
時

○
電
話
番
号

　

０
１
２
０－
４
４
８－

７
８
８

○
相
談
料

　

無
料

○
相
談
例

　

暴
行
を
受
け
て
怪
我
を
し
た
。
相

手
に
治
療
費
を
請
求
し
た
い
が
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
。

　

上
司
の
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
受
け
て
い
る
が
、
ど
こ
に

相
談
す
れ
ば
い
い
の
か
。

　

Ｄ
Ｖ
で
離
婚
し
た
元
夫
に
、
怪

我
の
治
療
費
や
精
神
的
被
害
の
慰

謝
料
を
請
求
で
き
る
か
。
等
々

長
野
県
南
信
工
科
短
期
大
学
校

の
平
成　

年
度
推
薦
入
試
試
験

２８

（
後
期
）に
つ
い
て

　

長
野
県
で
は
左
記
の
と
お
り
長

野
県
南
信
工
科
短
期
大
学
校
の
平

成　

年
度
入
学
生
の
推
薦
入
学
試

２８
験（
後
期
）を
実
施
し
ま
す
。

○
募
集
人
員

　

若
干
名

・
機
械
・
生
産
技
術
科

・
電
気
・
制
御
技
術
科

○
出
願
資
格

・
高
等
学
校
長
推
薦

　

県
内
の
高
校
を　

年
３
月
に

２８

卒
業
見
込
み
の
者
及
び　

年
３

２７

月
以
降
に
卒
業
し
た
者

・
特
別
推
薦

　

高
校
を
卒
業
し
た
者
で
、
県

内
の
事
業
所
に
１
年
以
上
勤
務

す
る
者

・
自
己
推
薦

　

県
内
に
在
住
す
る
者
で
、
高

校
を
卒
業
し
た
者
又
は　

年
３

２８

月
卒
業
見
込
み
の
者

○
日　

程

・
出
願
期
間

　
　
　
　

月　

日
～　

月　

日

１１

３０

１２

１０

・
試

験

日　
　

月　

日（
土
）

１２

１９

・
合
格
発
表　
　

月　

日（
木
）

１２

２４

○
試
験
会
場

　

伊
那
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
県
産
業
労
働
部

　

人
材
育
成
課

　

緯
０
２
６
５－

７
１－

５
０
５
１

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
電
話
相
談

　

飯
田
公
証
役
場
で
は
、
遺
言
、

賃
貸
借
、
離
婚
・
養
育
費
、
任
意

後
見
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

借
入
の
返
済
に
お
困
り
の
方

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

長
野
財
務
事
務
所
で
は
、
ロ
ー

ン
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
返
済
に
お
悩

み
の
方
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
法
律

の
専
門
家
を
紹
介
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
匿
名
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
受　

付

　

平
日
午
前
８
時
～
午
後
０
時

　

午
後
１
時
～
４
時　

分
３０

○
問
い
合
わ
せ
先

　

財
務
省
関
東
財
務
局

　

長
野
財
務
事
務
所

　

「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」

　

緯
０
２
６－

２
３
４－

２
９
７
０

（
直
通
）

　

長
野
市
旭
町
１
１
０
８

　

長
野
第
２
合
同
庁
舎
５
階

す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
厳
守
で

行
い
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
相
談

く
だ
さ
い
。

○
受
付
時
間　

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

予
約
制
で
す
の
で
必
ず
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

飯
田
公
証
役
場

　

飯
田
市
常
盤
町　

番
地

３０

　

飯
伊
森
林
組
合
ビ
ル
２
階

　

緯
０
２
６
５－

２
３－

６
５
０
２

飯
田
公
証
役
場

無
料
相
談

マイナンバー
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『第28回 椋鳩十夕やけ祭』  11月21日（土）開催
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　椋鳩十生誕１１０周年を記念して『第２８回椋鳩十夕やけ祭』

が１１月２１日（土）に開催されます。

　表彰式では受賞者を代表して、「椋鳩十賞」を受賞された

３名の小中学生の感想文の発表があります。

　午後３時からは絵本作家の飯野和好さんの読み語り講演会

です。

　飯野さん自身が着物に三度笠の股旅姿

で読み語りをします。

　お子さんから大人までどなたでも楽し

める内容です。子ども席・敬老席も用意

しますので、お誘い合わせの上福祉セン

ターへお出かけください。

「夕やけ祭特別展」
  椋鳩十記念館ギャラリーでは夕やけ祭特別展として林濡和

の「どうぶつ彫刻展」を１１月１２日（木）～２９日（日）まで開催し

ます。

  読書感想文の課題作品にも登場するカバやネコなどの動物

たち（彫刻）がギャラリーいっぱいに並びます。この機会に記

念館図書館で椋鳩十作品を読みながら、どうぶつ彫刻を鑑賞

してみてはいかがですか。

　第２８回椋鳩十賞読書感想文コンクールは、村内の小・中学生をはじめ、県外からもたくさんの応募をいただき

ました。応募総数は５０５点でした。「椋鳩十賞」と「優秀賞」は次のとおりです。「奨励賞」は７０点でした。詳しく

は喬木村のホームページをご覧ください。

【椋鳩十賞】

感想文タイトル氏名（校名ほか）学　　年
まもりがみのかば村澤　和歩（喬木村立喬木第一小学校１年）小学校１・２年の部
「屋根うらのネコ」を読んで小島　清弥（飯田市立松尾小学校４年）小学校３・４年の部
たすけあい大﨑　　逢（福岡市立田村小学校５年）小学校５・６年の部
マヤと主人公が過ごした日々田中　詩野（喬木村立喬木中学校２年）中学生の部
読み比べる山口　真一（長野市）一般の部

【優秀賞】

いのちをつかいきった年とったゾウ岩田　漣士（飯田市立竜丘小学校２年）小学校１・２年の部
クマたちの命がけの一日久保　芽生（学芸大附属小金井小学校３年）小学校３・４年の部
勇気と優しさあふれる片耳の大シカ松下　陽香（喬木村立喬木第二小学校６年）小学校５・６年の部
「山の太郎グマ」を読んで壬生こころ（喬木村立喬木中学校１年）中学生の部
「異常発生」したものは････。吉田　　豊（松川町）一般の部
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７４北保育園・中央保育園・南保育園
保育園だより

【稲刈り】

春から世話をしてきた稲を刈りました。

これから稲を縛って、はざ掛けです。　

北保育園

【土曜参観】

お父さん・お母さんと一緒に

豚汁を作って園庭で食べました。

「美味しすぎるー」「おかわり！」と

笑顔の子どもたちでした。

【柿採り】

園庭の柿を収穫しました。

年長児が皮を剥いてテラスへつるしたよ！

【芋掘り】

保育園のサツマイモを掘りました。

「大きいのや、小さいのや沢山掘れたよ。」

【土曜参観】

お父さん、お母さんと一緒に

缶ポックリを作りました。

シールを貼ったり、

描いたりして楽しかった。

【土曜参観】

お家の人と一緒に

脱穀やもみすりをしました。

【さつまいも堀り】

特養・まめかな会の方々と

さつまいもを収穫して

５日に焼き芋大会をしたよ！ 

【伊久間原菊園見学】

「わー、菊のいい匂い。」と

きれいな菊と匂いに感激でした。 

南保育園

中央保育園

【南保育園のメダカの学校】

みんなで力を合わせて作ってきた

“メダカの学校”も秋の装いです。
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第二小学校

No.１８３

　３年生は、１０月１５日に大和知のみなさんと交流をしました。私
たちは自己紹介をしたり、運動会で発表したダンスを踊ったりし
ました。また音楽の授業で勉強をしているリコーダーや歌も聞い
ていただきました。おじいさんおばあさんたちは私たちの発表を
喜んで聞いてくださいました。笑顔で私たちを迎えてくれて本当
にうれしかったです。私たちも、おじいさんおばあさんたちと一
緒にニコニコ顔になりました。

　４年生は、１０月８日に長野社会見学に行ってきました。善光
寺、県庁、県立歴史館などを見学し、長野の歴史や県庁の仕事
について、学習してきました。 善

光
寺
の
看
板
に
も

秘
密
が
あ
る
ね
！

ここが、知事さんが記者会見する場所なのかあ！

長野のまちの様子がよくわかるよ！！
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33－5125
33－3679

保健福祉課

No.183 今月のテーマ

自分・家族・みんなの

ために感染症を防ごう

学 岳較較較較較較較較較較較較較較較較較較
【健康推進係】

学 岳較較較較較較較較較較較較較較較較較較

学 岳較較較較較較較較較較較較較較較較較較

イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザ予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種ををををををををををををををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょインフエンザ予防接種を受けましょうううううううううううううううううううううう
　１月上旬から３月上旬にかけてインフルエンザ流行の時期となります。ワクチンが十分な効

果を維持する期間は接種後約２週間後から約５ヶ月とされています。ワクチンの有効性を高め

るために１２月までに予防接種を受けましょう。

○予防の基本○
○マスク　　○うがい　○手洗い　○加湿　　　　

○部屋を暖かくする　　○流行中は人混みを避ける

●６５歳以上の対象となる方には１０月に村から通知しております専用
の予診票をお使い頂くことで、２,０００円の自己負担で予防接種を受
けることができます。

※６０歳以上６５歳未満の方で、心臓、腎臓、又は呼吸器の機能に一定
の障害をする方、又はヒト免疫不全ウイルスにより一定の障害を
有する方も対象となります。

インフルエンザにかからない・
うつさない対策を！！

※インフルエンザワクチンは、
そのシーズンに流行するウイ
ルスの種類を予測して作られ
るため、ウイルスの変異等が
起これば完全には防ぎきれま
せん。
　かからない・うつさないため
にも、日頃から基本的な予防
をしましょう。

もしかしてインフルエンザ？
　□倦怠感、頭痛、関節痛、筋肉痛など全身症状がある
　□３８度以上の熱がある　□悪寒が強い　□急激な症状の悪化

下のような症状がある場合は早め
に受診を受けてください。
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社協だより

社会福祉法人 喬木村社会福祉協議会 電話33－4567／fax 33－4619

１2 月 の お 知 ら せ

＊心配ごと相談　４日（金）　午前１０時～
　　　　　福祉センター（民生児童委員・行政相談員）

赤い羽根共同募金配分金事業としてこのような事業が行われています
引き続きご協力をお願いいたします

希望の旅　クリスマス会のお知らせ
今年は根羽村のボランティア「天下杉」の皆さんに

よる楽しい演芸を見ます。お楽しみに！

【日　時】　１２月１３日（日）　１１：００～

【場　所】　社協デイサービスセンター

【対象者】　次に該当する方で、介護者と一緒に参加

可能な方と、一人で参加される方は、おおむね日

常生活が自立している方

・身体障害者手帳所持者（１級、２級）

・知的障害者療育手帳所持者

・精神障害者保険福祉手帳所持者

※会場へは各自で対応をお願いいたします

【申し込み】社協緯３３－４５６７

※詳細については今月の回覧文書をご覧ください

ボランティア育成事業　園芸福祉ボランティア講座／サマーチャレンジボランティア（中学生ボランティア講座）

高齢者事業　稲穂会
（一人暮らし高齢者の集い）

支え合い事業
歳末おせちづくり

障がい者事業
希望の旅

地域交流事業　ふれ愛広場ボランティア横丁



村の話題・出来村の話題・出来事事◆中体連新人戦下伊那地区大会
中体連新人戦の下伊那地区大会が開催されました。

卓球・軟式野球・女子バレーボールが南信大会出場を果たしました。

◆たかぎ子育てひろば　10月のイベント
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